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防災推進国民会議の活動報告

令和３年12月23日
第７回防災推進国民会議

資料２
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国民の防災意識向上のため、防災に関する活動を実践する多様な団体・機関が一堂に集う「防災推進国民大
会（ぼうさいこくたい）２０２１」を実施。コロナ禍を踏まえ、現地参加とオンライン参加を組合せた形で開催。

防災推進国民大会２０２１開催概要

テーマ：～震災から10年～つながりが創る復興と防災力

日 時：2021年11月6日(土)・7日(日)

開催地：岩手県釜石市 釜石市民ホールTETTO周辺

（現地参加とオンライン参加を組合せて開催）

主 催：防災推進国民大会2021実行委員会

（内閣府･防災推進協議会･防災推進国民会議）

実 績：出展数 171団体、展示数 187催事

（内訳：ｾｯｼｮﾝ:40､ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ:24､ﾌﾟﾚｾﾞﾝ:100）
現地来場者数約5,800人
オンライン視聴数約10,800回

関連行事：「津波防災の日スペシャルイベント」、
（11月5日） 「防災×ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ官民連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ」ﾏｯﾁﾝｸﾞｾﾐﾅｰ

プログラム例

ハイレベルセッション
（つながりが創る復興と防災力
～東日本大震災の経験から～）

クロージングセッション
大野副大臣より閉会挨拶

達増岩手県知事
より開催地挨拶

野田釜石市長よ
り開催地挨拶

大塚議長より
主催者挨拶

秋本副議長より
主催者挨拶

オープニングディスカッション
（東日本大震災の伝承と防災）

オープニングセッション
二之湯大臣より開会挨拶

○集まれ！防災女性職員とその応援団

防災に関わる行政の女性職員等の活動支

援に関して、テーマ別に討議。

○ワークショップ

「段ボールジオラマ防災事業」「防災・

減災スタンプラリー」などの来場者参加

型のイベントを各団体が主催。

○屋外展示

自衛隊による車両展示、県の地震体験車

「防災そばっち号」、薬剤師会「モバイ

ルファーマシー」などの展示。

○プレゼン

防災関係団体等の活

動をブース展示。

○ 岩手県主催セッション

東日本大震災津波からの復興と地域

防災力の強化をテーマに、分野別

テーマでトークセッションを実施。

○ JVOAD主催セッション

行政、社協、民間による「三者連

携」をベースとした災害支援コー

ディネーションについて討議。

大会概要

写真

写真



22

第１部 基調講演（講演者：今村 文彦 所長）
発災から10年を経た東日本大震災からの経験と教訓を振り返るとともに、不確実な事象が発生する現代社会において、気候変動やコロナ

感染など新たなリスクにどのように対応していくかについて講演。

第２部 「誰一人として犠牲にならない津波防災」に向けて ～各地の津波防災に関する取組の紹介と意見交換～
５人の登壇者がそれぞれの取組について紹介し、その後、それら取組への意見交換を行った。

11月５日の「津波防災の日」にスペシャルイベントを開催。様々な主体や視点から津波防
災に取り組む方々の活動を発信することで、国民の津波防災意識の向上・定着を図った。

開催概要
【主催】 内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議

【日時】 令和３年11月５日（金） 14:00～17:00

【会場】 岩手県釜石市（釜石市民ホール TETTO）

【開催形式】現地とオンライン（YouTube）のハイブリッド開催

【参加数】 現地参加：50人程度

オンライン参加：411アカウント

【プログラム】

開会挨拶 二之湯 智（内閣府特命担当大臣（防災））

第１部 基調講演 「東日本大震災の教訓と今後の津波防災」

講演者

今村 文彦（東北大学災害科学国際研究所 所長）

第２部 「誰一人として犠牲にならない津波防災」に向けて

～各地の津波防災に関する取組の紹介と意見交換～
ファシリテーター

鍵屋 一（跡見学園女子大学観光コミュニティ学部 教授）

閉会挨拶 村上 威夫（内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当））

開会挨拶（二之湯防災担当大臣）
（ビデオメッセージ）

津波防災に関する普及啓発

・丸木 久忠（釜石市防災市民憲章制定市民会議 議長）
釜石市防災市民憲章の素案づくりに向けた活動等について紹介

・田村 康隆（酒田市総務部危機管理課 主事）
酒田市の飛島や市街地における津波防災の取組等について紹介

・杉安 和也（岩手県立大学総合政策学部 講師）
いわき市薄磯地区における津波からの避難行動に係る取組等について紹介

・上薗 怜史（NPO法人まちづくりツクミツクリタイ）
人を繋げる催しや津久見の情報発信、まちづくり事業への取組等について紹介

・大瀧 あずさ（四日市市自治会連合会 事務局長）
災害時の避難所運営に女性の意見が反映させる取組等について紹介

津波防災特設サイト： https://tsunamibousai.jp/

第１部 基調講演
（今村 文彦 所長）

第２部 取組の紹介と意見交換
（会場） （オンライン映像）

※ 事前の参加申込が無く、団体で参加された方々の中に、代表者
の人数しか把握できていない団体があるため“程度”で記載

https://tsunamibousai.jp/
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TEAM防災ジャパンの概要

https://bosaijapan.jp/

全国の多様な防災の担い手に、新たな学びとつながりの場を提供するイベント「防災のおと
なりさん」を開催（令和３年３月１日・７月30日（オンライン開催）、11月６日（ぼ
うさいこくたい2021セッションとしてハイブリッド開催））。

［ウェブサイト］

「防災・減災への新聞社の取り組み・役割」について、TEAM防災ジャパン内外のメディア
関係者等で議論（11月７日（ぼうさいこくたい2021セッションとしてハイブリッド開催）。

ぼうさいこくたい2021の開催地である岩手県・釜石市の防
災関係者とオンラインで交流し、経験を共有した上で、更に
「ぼうさいこくたい」において、TEAM防災ジャパンに止まらず、
全国の参加者間で草の根のつながりを広げた。

交換を行っている。

○ TEAM防災ジャパンは、全国各地で活躍する多様な防災の担い手を育成・応援するための人材ネットワーク。
防災の担い手に有用な情報をウェブサイトで紹介するほか、オンラインも活用して参加者の交流を図り、情報

▼参加者
ニュースパーク (日本新聞博物館)
室崎益輝 兵庫県立大学減災復興政策研究科長
川端章子 岩手日報社釜石支局長
寺本政司 中日新聞社名古屋本社編集局長
▼ TEAM防災ジャパンお世話係
佐藤翔輔 東北大学災害科学国際研究所准教授
▼ TEAM防災ジャパンアドバイザー
福和伸夫 名古屋大学減災連携研究センター教授
中川和之 時事通信社解説委員

ぼうさいこくたい2021の様子
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